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城陽市まちづくりフォーラム議事録 

 
月日：平成１８年９月２３日（祝） 
時間：午後１時３０分～４時 
場所：文化パルク城陽ふれあいホール 

 

１．開会、あいさつ 橋本昭男城陽市長 

皆様、こんにちは。ご紹介いただきました城陽市長の橋本でございます。 

今日は、休日、土曜日というよりも秋分の日でございまして、また、ほんとにさわやかな秋晴

れになりました。皆様方、何かとご多用の中ではございますが、まちづくりフォーラムにご参加、

ご出席をいただき誠にありがとうございます。 

また、日頃は市政の推進にあたりまして、何かとご理解やご協力を頂いているところでござい

ます。改めて、大変高い所からではございますが、厚くお礼を申し上げたいと思います。 

さて、ご案内をさせていただきましたまちづくりフォーラムの開催にあたって、私の方からまず

皆様方に一言ご挨拶をさせていただきたいと思います。 

現在の城陽市の総合計画は第二次総合計画でございますが、平成６年に策定を致しました。「緑

と太陽、やすらぎのまち・城陽」。この都市像を掲げて今日までまちづくりを進めてまいったわけ

でございます。しかしながら、この間大きく、私ども自治体をとりまく環境も変わりました。そ

れから、日本の国の経済環境も大きく変ってまいりました。そういう状況からして、これからの

まちづくりを行う上で、改めて総合計画の見直し、改定が必要になったわけでございます。この

たび、第３次総合計画を策定しようとして、今日まで、その意味等につきまして、順次進めてま

いったものでございます。すごく環境が変化したことのうちの一つが、やはり少子高齢化の進展

で、それから情報化社会の到来でございます。さらには地方分権の進展です。これらはこれから

のまちづくりに大きく影響をし、そういったことを視野に入れたまちづくりを行わなければなら

ないといった時代にあるわけでございます。こういったことから、総合計画の策定、これの手順

というのは、いろんなやり方がそれぞれの自治体にあるいうふうに思うわけでございますが、今

大変厳しい財政状況のもとの中では、市民の皆さん方にまちづくりそのものにもご参画いただく、

それからご意見を頂く、こういった中で、これからのまちづくりについて、皆様方とともに語り

合っていく、その意見を反映させていく、このことがまちづくりには欠かせないところであるわ

けでございます。そういった関係から、私は絶えず市政を進める上で、市民参加のまちづくりを

一つの施策として、今日までその取組みを進めてまいったわけでございます。 

今日は、パネラーにご参画をいただいております、ワークショップにご参画いただいた方々を

パネラーとして登壇いただくわけでございますし、本日この会場にも大変お世話いただきました

ワークショップメンバー皆様方もご参加いただいているようでございます。改めて、今日まで、

大変お忙しい中で、市民まちづくりワークショップにご参加いただいて、種々のご意見を賜りお

礼を申し上げる次第でございます。 

今日は、ご案内の通り、今里先生にコーディネーターをお願いするとともに、広くパネラーの

方にご参画いただいて、今日ご参会の皆様方とともに、このフォーラムを進めていただくことに
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なっているわけでございます。後ほど、会場においでいただいている皆様方からもご意見を頂戴

するような局面があるように聞いております。限られた時間になるかと思うわけでございますが、

どうぞよろしくお願い致しまして、私からの開催にあたりましての御礼のご挨拶とさせていただ

きます。今日は本当にありがとうございました。 

 

２．基調講演「協働のまちづくり」 今里 滋氏 

 皆さん、こんにちは。あいにくといい天気になりまして、動員が心配されましたが、溢れんば

かりの聴衆の方に聞いていただけることは大変幸せでございます。30分間お時間をいただいてお
りますが、用意したパワーポイントの枚数が多いので少し早口になるかもしれませんがご容赦い

ただきたいと思います。 
 まず、私自身のまちづくり体験から話をさせていただきたいと思います。 
 まちづくりに手を染めてかれこれ十五、六年がたつわけでございますが、そのきっかけという

のは、ここに出てきますけれども、私の娘、結婚して 10年間、子宝に恵まれなかったんですが、
10年目にして子どもが生まれて、一人娘になるわけですけれども、それがきっかけだったなとい
うふうに思っております。 
 今、21歳になりまして、関西学院大学に進学して、国際ボランティアに熱を入れているわけで
ございますが、しかし、ちょうど娘が生まれたときは、私の黒々とした髪のまだ残っているとき

でございまして、ちょうど家族に、赤ちゃんと、それから家内のお母さん、大正生まれのおばあ

さんがいたと。ちょうど古希 70歳に達するぐらいで、社会的弱者の代表のような 2人が家族にい
ると、こういう状況だったんですね。 
 子どもが成長してきますと、赤ちゃんは普通 2 歳を頂点にしてかわいくなるわけですね。女の
子は 3 歳ぐらいまでかわいいと。その後、憎たらしくなっていくわけですが、子どもが生まれま
すと、お母さんたちの母性愛にはかなわないんですが、おやじはおやじなりに父性愛みたいなも

のが生まれてまいります。これは台湾の故宮博物院で見かけた父という言葉の字源なんですけれ

ども、男が盾を持って家族を守っている姿が父だと、こういうふうに書いてございました。やっ

ぱり私自身も全力で家族を守らないかんなと、そういう気持ちになってきていました。 
 私は、ずっと九州で生まれ育ち、仕事をしてきたわけですが、それは福岡市の箱崎というとこ

ろ、京都で言えば京大のある百万遍みたいな学生街なんですけれども、ここの町というのは国道

3 号線というのが西側、それから鹿児島本線、基幹鉄道ですが、東側に通っていて、九州大学が
あって、南のほうに箱崎八幡宮という日本三大八幡宮の 1つの 940年に創建された古いお宮でご
ざいます。 
 福岡市というのは、昭和 20年 6月 19日に大空襲を受けて焼け野原になるんですが、箱崎とい
う町には米軍は爆弾を落とさなかったんですね。理由は、九大農学部の近くに米軍の捕虜を収容

する捕虜収容所があって、友軍を殺さないためにあえて爆弾を落とさなかった。そのために箱崎

というか、福岡市の東部は昔のままの姿が残ったわけですね。 
 昔のまちというのは、京都もそうですけれども、非常に道が狭い。路地がたくさんあります。

箱崎というまちもそうでございまして、大学通りというメインストリートなんですけれども、幅

員 6ｍしかない通りに日に多いと 5000台ぐらい車が通る。なぜそんなに多いかというと、国道 3
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号線の混雑を避けて博多駅方面に行くにはこの道を通るのがいいからということなんですが、狭

い道に 5000 台の車が通るとどういうことになるかというと、非常に危険で歩きにくい道になる
わけですね。特に社会的弱者という方々にとっては危険この上ないということで、うちのおばあ

ちゃん、それから子どもを連れた家内も大変危険な目にしばしば遭ったんですね。それで非常に

腹が立ちまして、このまちは一体どうなるんだということで、東区役所というところに電話をか

けましたら、区役所に言われても困りますと。これは交通規制の問題ですから警察に言ってくだ

さい。警察に言いますと、あなた、モータリゼーションの時代だから、車の規制を何とかといっ

てもしようがなかですたい。道ば広ろうせないかん問題ですから、都市計画課に言わんですかと。

福岡の都市計画課に言ったら、何と昭和 22 年に幅員 22ｍの大きな道路になると都市計画決定さ
れています。安心せんですかと。安心せんですかと言われて、いつ広うなるとですか。まあ、都

市計画というのは時間とお金がかかりますけん、もうちょっと待たんですか。どのぐらい待ちゃ

よかとですか。40年ぐらい待ってくれれば何とかなりますと。これで私は切れまして、自分たち
のまちづくりをやらないかんと思い始めたところに、まちに大きな変化が起ころうとしていた。 
 その変化とは、九州大学の箱崎キャンパスが移転をする、ＪＲ鹿児島本線が立体交差化すると

いうことですね。九州大学、箱崎には約 8000 人もの学生、教職員が暮らしています。この人た
ちがいなくなるわけですから、地域経済に大変な打撃が起こるわけです。今は九大が移り始めて、

すごい影響が出ていますね。 
 それから、ＪＲ鹿児島本線が高架になるきっかけは、1980年に隣の小学校の子どもが 3人、一
度に跳ねられて亡くなった。それで地域の人たちは何とか踏み切りをなくそうということで、毎

月 10円、町内会費にプラスをして、それで運動をやって、高架事業が決定した。大体こういう高
架事業とか区画整理事業というのは反対が多くて進まないんですけれど、事情が事情ですから、

やっぱり亡くなった 3 人の子どもたちが後押ししてくれたというふうに思うんですけれども、ど
んどん進みまして、順調に、現在、高架線になって、それから区画整理も行われまして、道路体

系も変化しています。 
 日本のまちというのは、道路が 1 本できるだけでものすごく変わります。ところが、このまち
には、4本の 22ｍの道路ができるということですけれども、できてしまっているんですけれども、
町が全然違うまちになりました。 
 こういうことをきっかけに、私もまちづくりに頑張らねばいかんということで、地域社会の諸

活動、諸団体に参加を始めまして、古い町ですので、まずはお祭りに参加をしなければいけない。

10年間、消防団にも入りました。これは訓練のときの写真でございます。 
 それから、お宮の雅楽のボランティアグループ、800 年続いているんですけれども、これにも
入りまして、竜笛を吹きました。 
 それから、辛かったのが校区運動会ですね。仮装行列が必ず昼ごはんを食べた直後にやるんで

すが、うちの町内というのは女装が好きなんですね。あんたも地域に入りたかったら女装しなさ

いと。私は九州大学法学部教授ですから。そんなの関係ないですと言われて、泣く泣くこういう

格好をしまして……。一度やってしまいますと慣れてしまいまして、こんな格好も平気で。 
 しかしながら、やっていますと、だんだんと伝統的な地域組織の限界を感じるんですね。ＰＴ

Ａとか地域のいろんな役員をやってきましたけれども、どこか足りないなと。1 つは行政に直結
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しているところがあるし、縦割りだし、それからどうも行政に言われて動いているような他律性

というところがぬぐい切れないと。一体理由は何なのかということで、ここに映像を入れている

んですが、町内会というのが何でできてきたのかというところをちょっとごらんいただきましょ

う。 
（ビデオ上映） 

 簡単に見ていただきました。こういう町内会なんですけれども、今ありましたように、復活を

していきます。当時の自治省、現在の総務省は、1954年に広域開発行政の補完として町内会等の
長を行政末端の特別職公務員として委嘱する。いろんな名前がついていますね。行政連絡員とか、

地方世話人とか、そういう形で町内会が行政の目的に利用されるということが全国的に行われて

いったわけです。 
 この伝統というのは、現在も健在じゃないかと思うんです。国、県、市町村の主管か教育委員

会の下に体振があるとか、リサイクル推進協議会が衛生局のもとに作られていくとか、そういう

画一的、一律的な事業が町内会に丸投げされていくという現象があちこちで見られます。という

ことは、各種団体の行政下請け機関化、パートナーシップではなくて、パートナミシップという

ふうに言う人もいるわけですが、時には地元選出議員、市会議員、国会議員、県会議員等の集票

マシーンになっていく。定例的な年中行事の消化、毎年毎年同じことを繰り返していく。慢性化、

惰性化していく。それから、メンバーは固定化して、年功序列化していく。結局地域のほんとう

の公共問題に対して無関心、無力化、そういう限界を私は感じたんですね。 
 それで、新しい住民自治が何か必要だということで、地域の自治連合会という地域の有力者の

方々、長老の方々に、このままではだめですばいと。これだけ大きな変化がこのまちに起こりよ

るのに、今までの自治会とか、今までの各種団体の仕組みだったら太刀打ちできません。新しい

まちづくり協議会を作りましょうということで 4 年間説得して、それなら作りましょうというこ
とで納得していただいたんですね。これはそのときの町内会長です。まちづくり協議会ができま

した。 
 しかし、まちづくり協議会ができると、住民の皆さんは、この協議会を中心にして動き始めた

んですね。これは先進地視察に行っているところです。それから、地域未来トークというシンポ

ジウムを何回もやりました。分科会を作ってワークショップをやる、伝統芸能保存会をやる。夏

祭りも協議会でやっていく。シンボルカラーを作り、町の歌を作ってやっていくというふうにな

ってきたわけです。 
 それには理由というのは、日本人にはもともと、特に 300年、徳川時代の 300年間で培われた
自治の伝統というのがあるんですね。自分たちのことは、自分たちの地域のことは自分たちでや

るという自治の伝統が多分ＤＮＡの中にあったから、いや、今でもあるから、住民自治というの

をやり始めると、ほんとうにすばらしい力を発揮するわけですね。 
 そういうすばらしい力を発揮する、今ちょうどそういう時期になってきていると思います。よ

く言われていますように、分権分節型。分節というのは国が何でも言ったとおりにするのではな

くて、国があって、都道府県があって、市町村もあって、市町村の中にも各学区、校区があって、

そういう校区単位で活動していくという、一枚岩ではない、いろんな自治の単位、統治の単位が

あるというのが分節型。そういう市民社会に移る時期に来たと思います。そのきっかけになった



 
5 

のが地方分権一括法です。 
 これは国と地方自治体の役割分担が変わったというふうに言われるんですけれども、特に黄色

のところですね。住民に身近な行政はできる限り地方公共団体に委ねなさいと、こういうふうに

なってきたわけです。ということは、住民の生活、安全、健康を守っていく最初の責任は、一番

基本的な責任は地方公共団体、つまり城陽市なら城陽市にあるんですよということが大前提にな

ってきた。 
 この背後にある関係というのは、いわゆる補完性の原理、難しい言葉ですが、意味は簡単で、

個人でやれることは個人が頑張りましょう。近隣社会でやれることは隣近所で頑張りましょう。

自治体でやれることは自治体がやりましょう。足りない分を国が補完しましょうという考え方が

この地方分権の背景にあるわけでございます。 
 さらに、公と民の関係というのが変わってきたように思います。これまでは公のことは官がや

るよ、プライベートなことは民がやりなさい、こういうのが当たり前だったんですが、だんだん

と官と公と分かれてきまして、民が公のこと、例えば公共サービスの提供なんかも民がやって全

然構わないじゃないかと。こういう考え方が世界的に広がってきております。 
 そういう考え方を先取りした例として、よく引き合いに出されるのがイギリスです。イギリス

のブレア首相が誕生いたしまして、彼はコンパクトという新しい仕組みを持ち込みました。地方

公共団体の場合はローカルコンパクトといわれますが、コンパクトというのは契約です。しかも、

約束を破ったら針千本飲ますというぐらいの拘束性の強い制約がコンパクトです。コンパクトと

いうのは、国と民間、特に向こうはボランタリーセクターと言いますが、市民とかボランティア

団体、ＮＰＯが契約を結んで、国だけがやるのではなくて、そういうボランティアの方、市民社

会、地域の方々、あるいはＮＰＯの方々も公共サービスを担ってください。それに必要なお金と

か、それに必要な支援措置とか、それは一生懸命国がやります。市民の方々もきちんとお金は透

明に公正に使ってくださいねというのがコンパクトです。それを国レベルのナショナルコンパク

トと、地域レベルのローカルコンパクトというのを作って、そして地域社会と、それから地域の

政府が一緒にやれる、お互いにやれることを分け合って、そして協調しながら公共サービスを行

っていく、地域を経営していく、こういう考え方を取り入れたわけです。この考え方をパートナ

ーシップというふうに言います。 
 そういうパートナーシップを適用したまちづくりのやり方が、英語ではエリア・ベースド・イ

ニシアチブという、地域に基礎を置いたまちづくり、地域づくり、地域主導のまちづくりと呼ば

れるものでございます。それはどういうものかというと、これまでイギリスも、行政の各種縦割

りの中で地域も動いていたんですね。住宅・環境については、住宅協会、環境団体とか、生活・

安全は警察とか、産業・雇用は商工団体とか、文化とかレクリエーションは文化協会というふう

に縦割りでやっていた。これを改めて、そういう縦割りで出していた補助金とかを 1 つにまとめ
てしまいましょう。まとめてしまって、地域の中に中間的な組織を作って、まちづくり協議会の

ようなものを作って、そこに各種団体が集まるような形にしましょうという仕組みをイギリスは

作って、これで各地域のまちづくりを今進めているわけです。これは非常にうまくいっていると

いうことで、日本からもたくさん行政関係の方、あるいはまちづくり関係の方が視察に見えてお

ります。 
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時間があったらイタリアの話をしようと思ったんですが、簡単に言っておきますと、ロバート・

パットナムというアメリカのハーバード大学の学者がイタリアに注目しまして、イタリアでも州

によってまちづくりがうまくいっているところ、経済がうまくいっているところは違うな。何で

そんなに差があるんだろうということを研究した結果、非常に民主的なつながりを持った、市民

間に相互信頼のネットワークがある、そういう地域ではまちづくりも経済もうまくいっていると。

特に人々の間に信頼というのか、お互いさま、まちづくりに参加することでお互いの利益になる

なというお互いさまの考え方、これを互酬というふうに難しくは言うんですが、実はそういう考

え方の原点は日本にあるよということをパットナムは言うんですね。日本にもお互いの助け合い

の組織というのがあった。それがたまたまイタリアにも市民間の信頼のネットワークとしてあっ

て、それがしっかりあるところはまちづくりも地域経済もうまくいっていますよ。そういう信頼

のネットワークのことをソーシャルキャピタル、社会的共通資本というふうに言いまして、今非

常に注目を浴びているわけです。 
 こういうことを考えますと、これからの地域社会というのは、私たち、行政学とか政治学で使

っている用語でいきますと、よくガバメントからガバナンスへ変わりますということを言います。

何ですか、そのガバメントとは。ガバメントというのは、要するに統治というふうに訳されます

が、お役所が住民に対して一方的に公共サービスを提供して、はい、これは福祉でございます、

これは教育でございますというものですね。住民も、ああ、そうですかというふうに一方的に受

けていく。しかし、ガバナンスは、そういう一方的な公共サービスの提供を役所から受けるとい

うことではなくて、共治、共に治めていくというふうに訳されます。それは政府と住民とが対等

の関係に立っていて、そして住民自身が公益、公共サービスを担う権利もあるし、義務や責任も

あると、こういう考え方なんですね。そういう住民のことを、つまり自分たちも公益をやってい

くんだという自覚を持った住民のことを市民と言いましょうと。そういう市民がたくさんいて、

頑張っていい社会を目指している、そういう社会を市民社会、シビルソサエティといいましょう

ということで、シビルソサエティをいかに築くかということが世界的に大きな課題になってきて

います。 
 私はこういうことを考えますと、コミュニティ、城陽なら城陽という地域社会を自立的に経営

していく。お役所に任せるのではなくて、市役所に任せるのではなくて、それぞれの校区、学区

に住んで暮らしている住民自身が主体になって地域を経営していく、動かしていくということが

これから必要になってくるだろうと思うんです。 
 そのときに 2 つの軸があると思います。1 つは、住民自治の軸です。もう 1 つは市民公益事業
と呼ばれるものの軸です。 
 住民自治というのは、さっき言いましたように戦中に作られた官製型の自治のシステムから、

まちづくり協議会や自治協議会といった自主的な組織、地域の問題を総合的に協議、解決して、

地域経営の主体となるような自発的な住民自治組織を作っていかなければいけないというふうに

思います。 
 福岡市の私たちのほうで作ったまちづくり協議会の特徴は、まず自発的で民主的な住民組織で

あるということ。特定の有力者が支配しないということですね。それから、地域の問題を総合的

に考えていく。行政主導型でもなくて、縦割り行政に拘束されずに、かつ、年をとっているから、
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次、あなたの番ですよというような年功序列型ではなくて、やり気のある人が、年齢に関係なく、

性別に関係なく、やればいい。しかもシンクタンクとしても機能して、地域の経営を目指しまし

ょう。さらに地域には、人材、宝のような専門家がたくさんいらっしゃるから、そういう人たち

を活用しましょう。やがては地域の政府を目指しましょう、こういうものではなかろうかと思う

んですね。 
 しかし、それだけでは足りないと私は思います。もう 1つ、市民公益事業というのが必要です。
これは行政に依存しないで、市民自身が公共サービスの供給を行うということですね。例えばＮ

ＰＯであるとかコミュニティビジネスとかあります。あるいはまちづくり株式会社を作って市民

が公共事業を取り込むというケースがあちこちに出ています。例えば京都の醍醐地区では市民自

身がコミュニティバスを運行しています。城陽でもバスが走っていますが、あのバスを市民自身

がお金を出し合って運行するというふうに考えてください。そういう市民自身による公共事業、

公共サービスの提供ということが必要になってまいります。 
 これは私のＮＰＯでやっているコミュニティレストラン及び劇場です。この劇場は 1株 5万円
の株を 200 株発行して 1000 万円作って、それで劇場を作りました。表現によるまちづくりとい
うのをやっています。今現在、常設小屋として利用している若い劇団が非常に成長しまして、こ

の前の台風 13号の日、それにもかかわらず満席になるぐらいお客さんが来てくれました。それぐ
らい表現というのはまちを変えてくれます。アートはまちを変えてくれます。 
 そういうことで、これから協働のまちづくりをやっていくときに、それはわかるけれども、じ

ゃあどうしたらいいんだというふうによく言われるんですが、これはやっぱり問題は人なんです

ね。人が大切です。社会企業家と呼ばれる、英語で言えばソーシャルアントロプロナーといいま

すが、単にお金を儲けるのではなくて、世の中の社会をよくするために人助けになるためのサー

ビスを提供する、あるいは物を作りましょうというような、そこに自分たちでお金を回しながら

事業をやっていくような人たちが社会企業家です。 
 例えば、この下の 1 階に障害者のための共同作業所のバザーがありますが、障害を持った方々
が作る陶器がある。その陶器を売るショップ、そういうのが社会企業です。そして、それを支え

る市民社会というのは、こちら側で非常におしゃれな清水焼があるけれども、一方では障害者の

方が作ったちょっとごつごつしたお茶碗がある。どちらを買いますか。障害者の作られたお茶碗

とかお皿を使いましょう。それはなぜかというと、障害を持った方が自立して自分たちで生活を

していける、そのためには自分たちが、お皿とか茶碗とか、彼らが作った品物を買ってあげる。

そういうことによって障害のある方が自立していける社会が築けるわけですね。そういうことを

意図的に選別する、選択する市民が多い社会が市民社会です。だから、この社会企業家と、それ

を支えるコンシューマー、消費者、市民の方がいて、人にやさしい、お互いさま、お互いに助け

合いが広がっていく、お互いに支え合う社会というのができてくると思います。それを、事業を

興していける方々が社会企業家と呼ばれる方々です。 
 もう時間がなくなりましたので今日は紹介できませんでしたけれども、例えば京都市の春日学

区というところでは、町内会が中心になってお年寄りを助けていく事業をやっております。町内

会が変身すれば、社会企業ができるということの例でございます。 
 ということで、私は、これから協働のまちづくりをやっていく上では、社会起業家というもの
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が社会を変えていく、いい方向に持っていく原動力になるだろうと。そのときに、これから大量

に退職して地域に戻る団塊の世代の皆さんに特に期待をしたいなというふうに思っております。 
 城陽市におかれまして、そういう社会起業家がたくさん輩出をする、そういうまちづくりをぜ

ひ築いていただきたいと。私も及ばずながらお手伝いができればと思っております。ご清聴どう

もありがとうございました。 
 
３．第 3次城陽市総合計画策定の取り組み状況について説明  ―省略― 

有川利彦城陽市行財政改革推進部次長 

 

４．市民まちづくりワークショップの活動紹介        ―省略― 

澤田 哲氏（市民まちづくりワークショップメンバー、城陽環境パートナーシップ会議会長） 

 

５．パネルディスカッション 

コーディネーター 

・ 今里 滋氏 

パネリスト 

・ 大本 久美子氏（市民まちづくりワークショップメンバー） 

・ 久保 房郎氏（元 KBS 京都アナウンサー） 

・ 鈴鹿 義弘氏（市民まちづくりワークショップメンバー、城陽市民生児童委員協議会

会長） 

・ 堀井 美郎氏（城陽商工会議所総務委員会委員長・常議員） 

・ 栗栖 俊次（城陽市助役） 

 

司会： 皆様、お待たせいたしました。パネルディスカッションに移らせていただきます。舞台

のほうに座っていただいておりますので、私からご紹介させていただきます。 

  本日のパネルディスカッションのコーディネーターを務めていただきますのは、先ほど

基調講演をしていただきました同志社大学大学院総合政策科学研究科教授で九州大学名誉

教授の今里滋様でございます。先生、よろしくお願いいたします。 
  続きまして、パネリストの皆様をご紹介させていただきます。会場の皆様から向かって

左側から、市民まちづくりワークショップのメンバー、大本久美子様です。皆様よくご存

知の元ＫＢＳ京都アナウンサー、久保房郎様です。続きまして、市民まちづくりワークシ

ョップのメンバーで城陽市民生児童委員協議会会長としてもご活躍されていらっしゃいま

す鈴鹿義弘様です。続きまして、城陽商工会議所総務委員会委員長で常議員の堀井美郎様

でございます。そして最後になりました、城陽市助役、栗栖俊次でございます。よろしく

お願いいたします。 
  それでは、ほんとうに活発なご意見を期待しております。コーディネーターの今里先生、

よろしくお願いいたします。 
今里： 承知いたしました。では、ただいまよりパネルディスカッションを始めていきたいと思
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います。 
  全国各地でこういうパネルディスカッション、まちづくり、地域づくりをテーマとした

イベントが開かれているんですけれども、助走段階を通り越して、理屈を言い合う段階か

ら、実際何をやるんだという、ハウツーですね。具体的に何をどう実行するのか、そうい

う段階に来ております。それぐらい全国でいわばまちづくりの競争が始まっているという

ことが言えると思います。現に、住みやすい温かいまちと、住みにくい冷たい町というの

が分かれてきているような気がいたします。 
  これから、さっき有川次長からありましたように、少子、高齢、かつ財政危機の時代を

迎えていくわけですが、そういうマイナスをいかにプラスに転化して、いい地域社会、住

みやすい地域社会を作っていくのか、そういう時代を迎えています。ぜひ城陽においてま

ちづくりの最先端で活躍しておられる皆様の熱いご議論を期待したいと思います。 
  それでは、最初に、3 分間ずつ自己紹介ということで、自分がこれまでどういう形でま
ちづくりにかかわってきたのかということを中心に、大本さんのほうからお話をいただき

たいと思います。時間は 3 分でございますので、3 分を過ぎたところで、私、すみません
と一言小声で言わせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

大本： 皆様、初めまして。大本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
  自己紹介も含めまして、このワークショップに参加させていただきました経緯と、ワー

クショップで今回どのような活動をさせていただいたのかを簡単にご説明させていただき

ます。 
  まず、昨年の 10月の広報で、たまたま市民まちづくり会議の委員募集という文字が目に
とまりまして、一市民の声がどのように行政のまちづくり計画に生かされるのだろうかと

いう関心を持ちまして応募させていただきました。公募市民という立場で今回ワークショ

ップに参加させていただいております。 
  私、個人的なことなんですが、中学 1 年生のときにお隣の宇治市から城陽市に転入して
まいりまして、途中 10年ほど少し城陽市を離れましたが、実家がありますものですから、
たびたびこちらに戻ってきて、そして今こちらに住まわせていただいているので、城陽市

民歴というのは比較的長く、城陽市に大変愛着を持っております。親の介護ですとか、こ

れから自分自身がおそらく老後生活もこのまちでという思いが強いので、決して他人事で

はなく、城陽がより住みやすいまちに、高齢者にも、そしてすべての世代の人たちにも住

みやすいまちになってほしいという、願わくばほかの地域からうらやましがられるような、

福祉の充実したモデル的なまちになってほしいという強い願いを持って参加させていただ

きました。 
  また、現在、高校 3 年生の人間福祉という選択授業ですとか、介護福祉士を養成する専
門学校等で講義をさせていただいていることなどから、個人的にもこの数年、福祉という

ものに、特に地域福祉に関心を持っておりまして、共生、連帯感のある生活者、あるいは

地域社会に参画できる市民を育成するという教育に携わっている者の 1 人として、自らが
地域社会の活動に参加したり、さまざまな世代の人たちとの交流の中から教育資源を掘り

起こして教育活動に結び付けていきたいという思いも常々持っておりましたので、非常勤
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講師という時間的な融通がつきやすいという立場をうまく利用しまして、さまざまなとこ

ろで勉強をさせていただく機会を得ております。 
  今回も、城陽市の行政の重要なポストにおられる方々からさまざまなお話を聞かせてい

ただき、意見交換等をさせていただいたことはほんとうにいい勉強になりました。 
  このワークショップに参加させていただいた具体的なテーマを申し上げますと、例えば、

すべてに参加できたわけではないのですが、私が参加した具体的なテーマを申し上げます

と、「コミュニティ活動の活性化や安心して暮らせるまちづくりについて」、あるいは「健

全な都市経営、行政経営について」というような内容の話し合いに参加させていただきま

した。そこで述べさせていただいた意見ですとか感想等については次の発表の機会に詳し

く述べさせていただきたいと思います。以上です。 
今里： ありがとうございました。それでは、久保さん、お願いいたします。 
久保： 昨年までＫＢＳ京都におりました久保です。もう定年になりまして、自分の事務所を構

えまして仕事をやっておりますが、また司会の仕事なんかありましたらぜひよろしくお願

いしたいと思います。 
  ディープインパクトが 10月 1日、凱旋門で走りますけれども、何とかしてくれると思い
ますが、日本の競馬は東と西に分かれていますけれども、美浦と栗東なんですが、20年ほ
ど前は美浦の馬ばっかりが勝っていました。賞金の 7 割は美浦の馬が勝っていました。栗
東は 3分の 1ぐらいしか勝てなかったんですが、それが今は完全に逆転しています。当時、
非常にピンチだった栗東が自分たちで自分たちの生きる道を探りました。それが小泉さん

が言われる規制緩和だったんです。調教師は調教師の仕事、騎手は騎手、調教助手は調教

助手、厩務員は厩務員の仕事というのが今まであったんですが、その枠を取っ払って、厩

務員さんが調教にも乗る、調教助手の人は馬を持つ、そういうほんとうにフレキシブルな

組織を見事に作り上げまして、今こういう隆盛を迎えていると。ピンチをチャンスに変え

ました。 
  城陽も、僕も京都府南部の住民になって 30年なんですが、団塊の世代よりもちょっと前
になるんですが、比較的土地が安い、家も安いというので、京都市内には住めないけれど

も、南部だったら家が買える。そのうちにバブルがどんどん進んでいきますから、2000万
円で買った家が 3000 万円になって売り抜けて、きっと京都市内に家が買える。そんなふ
うな気持ちの人たちが私どもの世代ではないかなという気がするんです。ただ、やっぱり

住みやすいからずっと住んできた。でも、ほんとうに心の底からそこに生まれ育ったわけ

ではないですから、地域に愛着があるかというと、そうでもないという、非常に中途半端

な世代です。 
  これから団塊の世代の方々に期待したいという話もさっきありましたけれども、そうい

うおっさん、おばさんにはちょっと期待するのは無理なので、その条件整備をこれからど

うやっていくかということは、後ほどまた、少子、高齢、そういったピンチをどうチャン

スに変えていくか、具体的な話をしてみたいと思います。以上です。 
今里： ありがとうございました。鈴鹿さん、お願いいたします。 
鈴鹿： 市民まちづくりワークショップの一員で城陽市民児協の鈴鹿でございます。 
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  このようなところで話をするというのは生業ではございませんので、いろいろ発言にも

問題があるかと思いますけれども、このパネルディスカッションに参加させていただきま

したので、よろしくお願いいたします。 
  先ほどワークショップの活動については、澤田さんから概要が報告されましたが、1 回
目から 3 回目まではＫＪ法による「発想」と「問題解決」を行い、毎回グループごとに意
見を集約するというような方式で進められました。ちなみに、当初このワークショップに

は 3つのグループ分けがあり、Ａグループは、「豊かな自然環境や多彩な地域資源の保全・
活用」というテーマで、私は最初このグループに所属してワークショップに参加をしてき

ました。Ｂグループは「コミュニティ活動の活性化や安心して暮らせるまちの顔づくり」、

Ｃグループは「だれもが移動しやすい交通環境とまちの顔づくり」等々でした。 
  1 回目は、先ほどもちょっと話がございましたが、現在の城陽市が住みやすいかという
ような問いかけがあり、第 2回目は城陽市の将来像という問題提起がありました。 
第 3回目は、市民、事業者と行政の役割分担について討議をいたしまして、第 4回目に
つきましては、目指す姿とか、あるいは分野別の展望と施策とか、役割分担等について意

見交換をしまして、行政サイドから城陽市を取り巻く環境について講義を受けました。先

ほど有川次長から話がございましたが、講義の内容を大綱的に集約いたしますと、自助、

共助、公助の相互関係を市民と行政が正しく理解し合うことが肝要ということであったと

いうように私は理解をしております。 
  5 回目と 6 回目はメンバーチェンジが行われまして、私は第 5 回目には「健康で幸せな
まちづくり」というのに参画をし、第 6回目は「健全な都市経営」、先ほど大本さんからも
ちょっと話がございましたが、このグループのテーマに参加いたしました。自分の担当テ

ーマについて、行政の代表者といろいろ意見交換をいたしました。 
  なお、第 5 回終了時には、総合計画に対して各自が個々に意見を提出することがござい
ましたので、私なりに意見を提出させていただきました。 

  第 7 回目は総合計画のたたき台について、メンバーの意見集約の結果と確認が実施され
ております。ちなみに、先ほどお話がございましたように、7 回ほど実施されたわけでご
ざいますけれども、私も他の行事とのバッティングがございまして、2 回欠席をいたしま
したので、出席率は 70％ということを申し添えておきたいと思います。 

今里： ありがとうございました。それでは、堀井様、お願いいたします。 
堀井： 堀井と申します。よろしくお願いいたします。職業は製造業で、産業機械の大型の部品

の加工をしております。液晶とか半導体を造る機械の大型部品の機械加工です。 
  まちづくりとの関わりで申しますと、30歳から 40歳までの 10年間は城陽青年会議所に
所属をいたしまして、マラソン大会に代表される社会開発運動や青少年の健全育成事業の

勉強をしてまいりました。 
商工会議所に入りましてからは、商業関係で言いますと、商業まちづくり協議会で大型

店が出店をするときの店舗面積、営業時間、休日等について、中立的な立場からの意見集

約委員をさせていただきました。 
また、行政の商工業活性化推進審議会にも出させていただきました。現在は、会議所の
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中で総務委員会に所属し去年から今年にかけまして、去年は市町村合併の勉強、今年は市

が計画をされております新市街地計画、大久保バイパス、今の 24号線の東側と西側に市街
化をしようという市の計画がございます。それの具体的な内容についての勉強会を開催い

たしました。 
  地域では、南部コミセン、今池コミセンで長い間、活動をしてまいりました。 
  今日は、商工業の立場からのまちづくりについての意見を述べさせてもらいたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 
今里： ありがとうございました。それでは、栗栖助役、お願いいたします。 
栗栖： こんにちは。助役の栗栖でございます。今日はたくさんこのようにお越しいただきまし

てまことにありがとうございます。 
  私の場合は、城陽市の市役所でどういう仕事をしてきたかという点で紹介をさせていた

だきたいと思います。 
  昭和 47年に城陽町から城陽市になりました。その年に城陽市役所に採用されまして、今
で 34年になります。私の市役所歴が、市政施行に重なっていますので非常に数えやすいん
ですが、来年の 35周年のときに勤続 35年というふうな経歴になっております。 

  もともと市役所に入りましたときに、税務課に配属されました。その後、企画を経まし

て、財政課に配属されまして、それからしばらく財政で 10年ほどやっておりまして、その
後に管理職になりましてからは総務課とか市民課長とかいろいろ経験をしております。平

成 7 年に福祉保健部長を拝命いたしまして、3 年間福祉に携わっております。そのときに
鈴鹿さんなんかにも非常にお世話になったんですが、その後に総務経済部というのがあり

まして、そこから総務部長ということで 4 年ほど務めました。橋本市長が平成 13 年 9 月
に市長になられて、その後、平成 13年 12月に助役に選任していただきまして、今で 5年
目になっております。 

  今言いましたように、いわゆる事務畑ですので、特別な資格、技能というのはありませ

んけれども、そういう経歴の人間でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 
今里： ありがとうございました。まちづくりとのかかわりで自己紹介をしていただきましたけ

れども、次の発言は 5 分間ずつということになるわけですが、これからの城陽市はどうあ
るべきか、城陽市の課題、そしてご自分の目的も含めて、こういうことをやりたいんだと

いう、城陽市の課題とご自分のまちづくりの目的というところをお話しいただきたいと思

います。 
  順番が 1つずつずれていきまして、今度は久保さんからお願いしたいと思います。 
久保： さっきもちょっと話したんですけれども、ＫＢＳ京都に入って 20年ばかり京都市の広報
番組を担当して、テレビをやってきました。僕は大阪に育って、大学だけが京都だったと

いう大阪の人間なんですね。京都に来て、いろいろ取材をすることによって教えてもらっ

たのが、学区制と体振、これが見事にまちを動かしています。それから、地域の子どもた

ちを中心に何世代も、業種も全く関係なく、そういう地元の行事を運営して成果を出して

いる。これは大阪ではありませんでした。この辺が京都のよさ、それをこれから城陽がど

う自分たちで育んでいくかということになるのではないかと思います。 
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  京都府の南部というのは、宇治、城陽、京田辺、久御山もありますけれども、それぞれ

特徴があります。マスコミの人間として外から見ていて、宇治は観光資源、宇治茶、京滋

バイパス、さまざまな整備、伝統、歴史があって、それを中心にしてきっとこれからも動

いていくんだろうなと、はっきり見えます。 
  久御山、ここは非常に特殊なところで、あまり新興住宅街というのがない。地元の農家

の方々とか、小さな工場だとか、インフラの面で、そっち側に金を使うよりもということ

だったんだろうと思うんですけれども。ですから、今でも地元の方々、長年住んでいる方々

が商工会であったり、ＪＡ山城久御山町であったり、そういう人たちが中心になって町を

動かしています。ゴルフ大会をやったり、こういうイベントをやったり、そこには必ず商

工会、それからＪＡ山城の人が中心になっている。地元に住んでいる、後から来た、ミニ

開発はありますから、住んでいる方が小さくなっているという絵があって、それはそれで

方向性ははっきりと見えていくんじゃないかなと。 
  京田辺は完全に大阪を向いています。地域の発展ということを考えると、1 歩も 2 歩も
京田辺のほうが先に行ってしまうのではないか。西のほうへどんどん広がっていって、松

井山手ですか、学研都市線、それでもって全然京都へ向かない、京都新聞が売れない、朝

毎読が中心になっているという八幡的なまちになっていくんじゃないかなという気がしま

した。それぞれいいと思います。まあでも、これからのまちづくりという点では、住んで

いる方々がばらばらの方向を向いていくわけですから、なかなか自治ということに関して

言うと難しい面は出てくるかなと思います。 
  城陽は、中途半端。何もかも。ごめんなさいね、住んでいる人。特徴が、確かに住みや

すいんですよ。温暖です。それから物も安いです。住みやすい。ただ、これからどちらを

向いていったらいいのかというのが周りから見ていて見えないし、住んでいる人も見えな

い。やっぱりこれから、太陽と緑、あったかい地域をどう作っていくかということが、全

国的に見ても非常にピンチなまちだけに、チャンスです。あったかい地域コミュニティを

どう形成していくかということをみんなで考えたら、みんな同じ方向を比較的向いている

だけに、大阪に向いていない。比較的京都ですよね。奈良線と近鉄、それから同世代の人

も多い。ここへ住むようになって、新興住宅街の人も同じような悩みを抱えている。少子

高齢化、ほんとうに団塊の世代の人たちは子どもさんがいるんですけれども、どこかへ行

ってしまっている。お父さんとお母さんだけになってしまうということになって、まち自

身が死にかけてしまう。新興住宅街なんか、今そういう匂いがちょろちょろしています。

それをどう克服していくかということがこれからの課題だし、挑戦のしがいもあるものだ

と思う。 
  そこで、最初に戻りますけれども、体振、そういったものを新興住宅街だったエリアに

どう根づかせていくかということが楽しみですね、逆に。ですから、ここがほんとうに住

んでいてよかったということを全国にアピールできるようなまちづくりをするチャンスだ

なというふうに思います。商業とか工業のことはよくわかりませんので、でも、そういう

地域コミュニティがきちんとしていけば、地域の商いなんかも当然振興していくだろうし、

地域を愛するということがほんとうに心の底から芽生えていけば、どこで物を買うかとい
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うのは当然変わってくるし、商売をしていらっしゃる方も、その地に住んでいらっしゃる

方とのコミュニケートをどうとっていくかというのは、自ずから道が見えてくると思うの

で、全体的に底上げできるのではないかと思います。 
  キーワードは、後からまた話しますけれども、新興住宅地等の改良というか、規制緩和

というか、50坪の土地を 20坪、20坪に分割して売ったっていいじゃないの。3階建てを
建ててもいい。これ、規制緩和。昔は、環境をきちんと守るために、50 坪なら 50 坪の区
画があって、小さな家がミニ開発されたら嫌やから、それで土地の値段が安くなったら嫌

やから、そんな売ったらあかんでというような取り決めもあるみたいですけれども、そん

なものはとっぱらわらなあかん。 
  それから、魅力ある高校、中学をどう作っていくか。ここが 2つポイントだと思います。
また後から続く、でございます。 

今里： ありがとうございました。それでは、鈴鹿さん、お願いいたします。 
鈴鹿： これからの城陽市はどうあるべきかということで大きな課題をいただいているわけでご

ざいますけれども、私が民生児童委員ということで配慮願ったのか、行政サイドから指定

されたテーマは、「福祉と環境」及び「行政経営」であり、私はこのテーマにかかわるワー

クショップに参加をさせていただきました。この機会に若干時間を拝借して、民生児童委

員のことを簡単に説明させていただこうと思っております。 
  民生児童委員の所管は厚生労働省でございまして、民生委員法という法律に準拠して選

ばれた行政の協力機関というのが私どもの機能でございまして、行政と市民との間のパイ

プ役を具体的には務めているということでございます。任務は、住民の立場に立って、福

祉全般、具体的なことになりますと、高齢者とか、児童、障害者、あるいは生活困窮者、

一人親家庭等々でございますけれども、そういう人の福祉相談とか、支援とか、あるいは

情報提供をすることが具体的な担当ということになっております。こまごましたことは他

にもたくさんありますが、それ以外に地域福祉のコーディネーターとしての役割もあり、

これを推し進めていくということも重要な役目なのです。 
  そういうことで民生児童委員は頑張っているわけですが、民生児童委員は全国で約 22
万 7,000人、京都府では 2,669人、城陽市の場合では 157人がこの任に当たっています。 

  話題を本筋に戻しますが、先ほどもちょっと話がございましたように、我が国はかつて

の右上がりのような経済社会というのは終わっておりまして、これからは成熟した社会が

到来するであろうということが予測されております。成熟した社会というのがどういう社

会なのか非常に難しゅうございますが、そういうことになるであろうということが予測を

されております。 
  ただし、少子高齢社会というのはついて回っているわけで、このことについては、ひと

時も忘れることができないというのが非常に重要な課題であります。 
  また、ＩＴの時代だとか情報化社会ということが言われながら、社会的孤立というのが

現代の我が国の大きな社会問題になっておりまして、この辺のところの解決が非常に難し

いということでございまして、児童から高齢者に至るまでのいろいろな事件、事故という

のは社会的孤立がその背景にあるということが言われております。困ったときに頼りにな
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る、お互いがお互いを助け合う、先ほど今里先生から話がございましたけれども、日本で

は「互酬性」という言葉に代表される良い慣習があったのですが、こういうものがどんど

ん消えていくというところにいろいろ問題がありますし、住民風土のつながりが希薄化し

たということが、社会的孤立が生じる最大の要因だと考えています。 
  さて、“望ましい城陽市はこれからどうあるべきか”ということですが、私は福祉という

観点からは、広範な意味での“安心で安全なまちづくり”を提唱したいと考えています。 
余談ですが、福祉という文言の本来の意味は幸福とか幸せですが、1955年以降、久しく、
福祉という言葉は、“公的扶助による生活の安定・支援”という、いわゆる救貧という言葉

で代表されていたように思います。しかし、近年では、福祉という言葉は「みんなで支え

て創造する」というような考え方に変わってまいりまして、その典型が介護保険制度では

なかろうかと思っております。ご理解いただけますでしょうか。 
  前段に申し上げました少子高齢社会への対応ということについては、福祉の諸制度とか

諸施策の改革は避けて通れないわけでございまして、その改革とは、先ず１番目は身の丈

に合った改革、2番目は公助と自助の制度改革、3番目は市民の意識改革、の 3本柱に集約
されると思います。 

  しかし、この対策は城陽市のみがすればいいという問題ではありませんし、全国レベル

で議論しなければならないことであり、この場では割愛させていただきたいと思います。 
  先ほど申し上げましたように広範な意味での“安心で安全なまちづくり”を提唱しまし

たが、生来、城陽市に育った人はこよなくこの地に愛着を持っておられますし、私も 1970
年以降この地に住むようになったわけですが、その理由は、この地が気候と風土と自然災

害の少ない自然環境豊かな地域だということです。これに憧れて住み着いた人は非常に多

いのではなかろうかと思っております。私は人生の半分の三十数年間を山口県と岡山県に

住んでおりましたが、ここ城陽市の気候は全く瀬戸内の気候と同じなのです。先ほど久保

さんもおっしゃいましたけれども、城陽市は非常に住みよいところだと思っております。 
  私の独断と偏見で言わせてもらうとすれば、望ましい城陽市というのは、長期的な展望

を持って、必要なハードは実行して具現化してもらう必要がありますけれども、自然環境

を壊さずに、公害に侵食されない、緩やかな市政の発展を望み、それを期待しております。

しかも、それは身の丈に合ったものでなければならないと考えております。 
  さらに付言するならば、行政も市民も心を磨いて、あらゆるバリアを除去して、福祉の

基本であるところの弱者にやさしい心を大切にする城陽市でなければならないというよう

に考えております。こういうことで、広範な意味での安心で安全なまちづくりというのを

提唱したいと思っております。 
今里： ありがとうございました。では、堀井様、お願いいたします。 
堀井： ざっくばらんに話をさせていただきます。商売を城陽でしていまして、新聞やテレビを

見ていますと、非常に好景気が続いていて、今年の 11月には、いざなぎ景気を抜くと言わ
れています。実際、大手企業を中心にそのような形で数字の上では動いているということ

になっているんでしょうが、地域にとってかえりますと、商業も工業もなかなか景気回復

の実感がないというのが現実です。 
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もちろん今まででしたら景気がよかったらほとんどの企業がその恩恵を受けていたと思

うのですが、そのような状態は当然望めませんし、各企業が独自性を発揮して、差別化を

図らなければ生き残れないのが地域にとっての現実であると思います。 
今までは商売をしていたら、みんなそれなりに生活ができるというような時代はもう終

わっているのであり、今まで以上に腐心をして経営に当たらなければならないというふう

に経営者はみんな自覚をしていると思います。 
  そのような中で、この城陽の町を見ますと、やっぱり何といっても道路整備が遅れてい

るということに尽きると思います。都市計画道路は以前から東から西へ行く立派な道が何

本も書かれています。一部、アルプラの南のほうから南部コミセンのところまでは、橋本

市長になって道を拡幅していただきましたが、あの道路も本来の計画から言いますと真っ

直ぐずっと西のほうへ行って、西城陽高校の南を通過し府道までは行くという計画はずっ

と前からあります。寺田についても塚本深谷線ですか、大久保バイパスまでズボッと行く

という計画もあると。計画はあるんですが、なかなかそのとおりにはなりません。財政的

な問題は当然あると思いますが、少しでも計画が前進することを期待してやみません。 
  また、２４号線のところに新市街地と先ほど申しましたが、これは第二名神が大津から

城陽の間は凍結されていて 3 年後に見直すという事ですが、城陽から木津川に橋を架けて
八幡までを結ぶ路線は決定しております。ところが、決定して完成するのが 10年後だとい
うふうな話を聞きまして、大変がっかりしております。市の計画では、今の２４号線に西

側も東側も道路の横には商業地を設け、その裏側には工業流通ゾーンとして関連企業を誘

致するという計画ですが、市がアンケートを取られても進出したいという企業が非常に多

いんですね。この計画が実現すれば、今の市内の企業の中でも、工場と住まいが同じだと

いうようなところも多々ありますし、新市街地に進出することで住工混在の解消につなが

ると思います。雇用の確保もできるし、またそこで働かれる人の住宅もいるしと。そのた

めには、やっぱり今現在決定している第二名神の城陽から八幡までの間は、新市街地の進

捗に歩調をあわせ、できるだけ早く造ってもらいたいと思っております。 
  また、本体の城陽と大津ですが、この間は、これも非常に大事な道路で大動脈なんです

ね。何かこのごろは採算性だとか、効率性ということばかりを重点的に議論されますが、

やはり道路の整備というのは社会資本というぐらいでして、財産なんですね。資産という

観点で長い目で見て、この道路が城陽のまちづくりに大きく貢献すると思います。特に第

二名神のその間が開通すると、城陽の東部丘陵地の山砂利跡地の問題も非常に大きく前進

するでしょうし、また府が運動公園という形で現在計画をされておりますが、その計画に

も弾みがつくと思います。 
  商工業にとって、個々の企業が独自性を発揮し魅力のあるものを作っていくというのは

大原則です。例えば小売さんですと、大手のスーパーと同じものを売っていたら、価格で

負けてしまいます。 
企業努力を前提としてその発展を側面からサポートするのに道路は一番大切なファクタ

ーです。大久保と富野荘間の近鉄の立体交差化も含め、市民と行政が一体になって関係機

関に要望していく必要性を強く感じています。 
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  もう 1 つ、まちづくりで思うんですが、この文パルの周辺には何もないんですね。例え
ば講演がある、コンサートがある、いろんな会議がある。その後さあ食事しようかという

事になると、他の場所まで移動しなければなりません。常に思っているんですが、寺田の

まちづくり協議会でも議論をされておりますが、もっと商業の集積を図り、遊びの空間と

いいますか、楽しみを持てるような場所にしなければならないと思います。この文パルの

周辺をそのような場所にできたらいいなと常々思っております。 
今里： ありがとうございました。では、栗栖さん、お願いします。 
栗栖： それでは、私のほうからは、城陽市が直面する課題といいますか、そういうものをかい

つまんでお話をさせていただいて、それに対して、行政なり、市民の皆さん方がどう取り

組んでいただくのかという点について触れさせていただきたいと思います。 
  まず、先ほど有川次長も若干触れていましたけれども、やはり少子高齢化社会が進行し

ているということはあるわけですが、特に城陽市の場合は、少子といいましても、出生率

は低いんですが、まだ極端に少なくなっているということではないんですが、やはり高齢

者の方々が非常な勢いで増えておるということがございます。 
  人口そのものも平成17年度で8万1600人ほどになっています。これは平成8年から徐々
に少なくなってきています。平成 8年を見ていますと、これがピークなんですが、8万 5500
人の市民の方々がおられたわけですが、転入されている方も多いんですが、それ以上に転

出されるという人口構造になっています。いわゆる自然動態という市内で生まれる方、亡

くなられる方、ここは若干増えたりもしておるんですが、そういう社会動態のほうで人口

が減っておるという状況がございます。 
  この 17年の 8万 1600人というのは、実は昭和 60年のときの人口とほぼ一緒です。60
年からずっと増えてきていた。ですから今、こういう形で減少傾向がある。 

  これを申し上げたいのは、実は城陽市の財政構造を言いますと、市民税と固定資産税が

ほとんどなんです。やはりこれまで昭和 40年代から急激な住宅開発で人口急増になって、
皆さん方の市民税、固定資産税で市の運営がやりくりできていたということになっていま

して、今も実は変わっておりません。そういうことになりますと、やはり人口減少という

ことについては、城陽市の財政基盤そのものに大きな影響を与えておるということがまず

ございます。 
  それと、もう 1 つは、国が非常な財政危機に陥っています。地方財政も危機の状態があ
るんですが、はっきり言いまして、地方全体に比べると国の財政というのは極端に悪いと

いう状況になっています。三位一体改革は財政改革のためにやっているのではないんです

が、三位一体改革の中で特に地方交付税を大幅に減らしてきています。これが特に小規模

町村には非常にきいていまして、城陽市におきましても毎年数億円単位で交付税が実質的

に減っておるということが大きく影響しています。 
  先ほど言いました税ですけれども、最近でいえば大体 80億ちょっとの市税です。これは
市民税、固定資産税合わせてですが、16年の一般会計の予算規模がいくらかといいますと
270 億なんですね。それ以外、何で賄っているのかといえば、いわゆる交付税とか、補助
金とか、いろんな負担金とか、市債の発行とかで何とかやりくりをしていると。城陽市の
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場合は、はっきり言いまして脆弱な財政構造の上に成り立っておるということがございま

す。 
  そういう中で、実際に今直面する課題ということなんですが、先ほど鈴鹿さんもおっし

ゃっていたやはり今、安全・安心、これは一番大きな関心事といいますか、必要な対策だ

ろうと。特に防災、防犯。それから、特に城陽市の場合は地下水が豊富なんですが、これ

に対する保全と安全性の確保、環境の施策、こういうものが一番大きく求められているだ

ろうと。これが逆に言うと課題であると。 
  それから、先ほど来出ていましたけれども、福祉施策、これは高齢者施策もそうですが、

子育て支援策というのも非常に大事になってきています。それから、教育施策ですね。こ

れも当然子育てということであるし、また教育というのは非常に重要なものですから、こ

の教育と、実は建物が人口急増期に建てたものですから、老朽化してきています。これの

いろんな建て替えとか、そういうものが出ていまして、さらには、特には堀井さんも触れ

られましたけれども、都市基盤ですね。やはり生活環境、生活道路、鉄軌道、第二名神を

含む幹線道、こういうものの整備といいますか、それが大きな課題になっておると思って

おります。 
  ただ、下水道はあと数年でほぼ全域が整備完了いたします。ところが、整備はできるん

ですが、実はこの下水道整備には大きな市債を発行して事業を進めていますので、今後、

この償還が 1つのまた逆の課題に上がってくるということがございます。 
  それから、特に山砂利対策ですね。この山砂利対策については城陽市のほんとうに大き

な特徴になっているわけですが、これを何としてもきちんと対策を講じて、跡地整備に結

び付けて市民に還元をしていくというふうな市の活力に結びつくような対策が必要という

ことがあります。 
  それから、当然、農業、商業、工業なんですが、先ほど申し上げましたように、工業系

が城陽市の場合 52haあるんですが、商業系というのは 2haです。住居系では約 700haあ
ります。それ以外は何かといえば、いわゆる調整区域になるわけです。それが約 2500ha
ほどあるんですが、こういう部分について、先ほど堀井さんも触れられた新市街地、この

取り組みの中で都市としてのバランスを取れるような形にしていきたい、それによって活

力を生み出したいということで行っていく必要があるというふうに思っています。 
  こういう課題の中で、やはり市民の皆さん方と協働がなければ、行政だけで、税金だけ

で賄うということは到底できないような状況になっていますので、団塊の世代の方々も地

域に帰ってきていただきますので、今でも城陽の場合は地域活動が非常に活発ですけれど

も、これをさらに深めていくというか広げていく、そういうチャンスかなと思っています

し、そういう取り組みをしていっておるところです。 
  行政としては、やはり徹底した行革を、これまでも一定やってきておりますけれども、

さらに徹底していきたい、していかなければならないと考えております。以上です。 
今里： ありがとうございました。課題山積というところで、暗い感じになるかもしれませんが、

めげないで、大本さん、市民の立場からお願いしたいと思います。 
大本： 私は大学が大阪でしたので、大学に通っていたときに、「おうちはどこ？」と言われて、
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「城陽」と言うと、「城陽ってどこ？」と大阪の人からは言われまして、京都と奈良の間と

か、イチジクで有名な城陽とか、サツマイモの有名な城陽とか、そういう説明をしていた

んですが、確かに住宅地で、こういった特徴のあるまちではないんだなということを感じ

ていたわけです。 
  例えばイチジク農家ですとかサツマイモ農家の高齢化、後継者不足の問題とか、そうい

う話もワークショップで出ていたんですが、今スローライフブームですとか、そういった

こともあって、若い世代でも自分たちで農作物を作りたいと思っている人たちも多いので、

ぜひそういったノウハウ、そして地域の特性を生かした農業みたいなことを教えていただ

いたり、土地を借りたりして、一緒に楽しめるような形に変えていくというのも 1 つの方
法かなと感じたりしていました。 

  先ほど時間切れでお話しできなかったワークショップの活動のテーマに沿って少しこれ

からの城陽市はどうあるべきかというところをお話しさせていただきたいと思います。 
  コミュニティ活動の活性化や安心して暮らせるまちづくりについてというテーマと、そ

れから健全な行政経営についてということだったんですが、私たちの世代、あるいは私た

ち以下の世代というのは、例えば新聞の折込チラシに一緒に入っている広報誌をどれぐら

いの人が見ているんだろうか、目を通しているんだろうか。若い世代は新聞をとっていな

い世代も非常に増えてきています。情報発信を行政のほうからしていただいているその情

報があまり届いていないのではないかというような感じがするので、行政の広報誌を発行

しているので全市民に伝えていますというものは、受け手としてはどうなのかなという発

言もさせていただきました。 
  そして、行政の情報を地域の活動に無関心な若い世代、若い人たちだけでなくても、私

たち以上の世代でもそういったことに全く関心がない、参加したくないという方々もおら

れるんですが、これから地域活動を支えていかなければならない若い世代にどのように行

政の情報とか、地域活動に関心を持ってもらうのかというのが今後の大きなテーマになる

のかなという気持ちを持っています。 
  そして、高齢者の中にも、十分な情報が伝わっていなくて、よりよい生活ができる福祉

の情報を知り得ていなかったために、損をしているではないんですけれども、もうちょっ

とそういうことを事前に知っていればなというような声もよく聞かれますので、城陽市の

例ではなかったと思いますけれども、介護保険制度をあまりよく知らなくて、それを利用

していないですとか、そういった高齢者もおられるということなので、よりよく生活がで

きる福祉の情報を広く高齢者にどういうふうに届けていくのか、これからいろんなことが

変わっていくと思いますので、そういった先端の情報をどういうふうに届けるのかという

ことも行政のほうで考えていただきたいなという話をさせていただきました。 
  それから、福祉に最も縁のない世代と思われていた、子育て支援ですとか高齢者支援と

かは徐々に手厚くなってきていますが、若者支援ということで、ここ数年頻発しています

中高校生の痛ましい事件を考えますと、思春期の子どもたちの生きづらさとか、親の子育

てのしんどさというのが大きな社会的な課題になってきている今、子どもたちが発してい

るＳＯＳ、メッセージに耳を傾けて、その子どもたちが生きやすい社会、地域にしていく
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ということが喫緊の課題なのかなというふうに感じています。身近なところで言えば、小

学校高学年を含めた中高校生の居場所づくりということが、全国でも幾つか事例はあるん

ですけれども、子どもたちが楽しい、落ち着ける、居心地のよさを心から感じられるよう

な空間づくりとか、そういったものにもう少し目を向けていただければありがたいかなと

いうふうにも感じています。 
  まちづくりは人づくりかなというふうに思っておりますので、人材育成にぜひ予算をつ

けていただきたいということで、例えば私が今かかわっております介護福祉に関心のある

若者は非常に多いんですけれども、ホームヘルパーの資格ですとか、介護福祉士を目指す

養成学校で時間をかけて専門的に授業、実習を受け、介護現場で活躍をし始めていますが、

十分なお給料が保証されていないために、あるいは過酷な労働条件であるために転職して

しまう、長く続かないというケースが非常に多くなってきています。職住接近ということ

で、地元の城陽市に多くの労働条件の悪くないグループホームですとか、そういった就職

口があり、親などから自立できるだけの、結婚して生活がやっていけるだけのお給料が保

証されていれば、通勤時間の短縮とか、生活時間にもゆとりができて、仕事、子育て、介

護といった仕事と家庭の両立というのがしやすいのではないかなと。そういう施設がたく

さん増えて、そして若者もそこで働くことができるというようなまちを目指したいなとか、

あるいは保育士と介護福祉士の両方の資格を持っている若者も増えています。高齢者だけ

ではなくて、子どもも一緒に預かれるような施設、そこに小中高校生が放課後の居場所と

してフラッっと立ち寄れるような、そして元気な高齢者も子どもたちの遊び相手ですとか、

宿題を見てあげられるような、そういう地域で参加できるというか、自然な異世代交流が

できるような施設、そういうものがあってもいいのかなという気がしたりしています。 
  福祉を目指す若者があまりそういうことに関心を持っていない若者と、そしてすごくそ

ういうことを職業として選ぼうとしている若者と、どこに違いがあるんだろうということ

が数年前から気になっていて、少し調査をしているところなんですが、やはり自分自身が

病気になったり、家族が病気になって入院経験があるとか、そういった体験をした子がわ

りと福祉関係に進んでいるということがありますので、生活体験が非常に狭まっている中

で、高齢者との接触も少ない中で、小中高の教育の中でいろんな体験型の授業、イベント

ではない体験、一連の流れの中に息づいた教育的な意味を持った参加型の授業というもの

が特に必要になってきているなというふうに感じています。自分自身の体験に基づいた意

志というのは非常に強固だと思いますので、そういう形で自分自身が志した職業を夢を持

ってできるような、そういう環境を提供していくということも地域として考えることがで

きるのではないかと思っています。時間ですので、また次に回します。 
今里： ありがとうございました。何も言っていないんですけれど、テレパシーで伝わったかな

と思います。こういうコーディネーターとか司会をやっていて一番嫌なのは、もうやめて

くださいとか、発言を制約する、本意でないことをしなければいけないのは辛いところで、

言いたいだけ言ってくださいというのが本音なんですけれども、15 時 55 分に閉会と書い
てあるんですが、あと 15分しかなくて、私もどうしたらいいのか途方に暮れております。
次は各自 5分とありますが、3分という意識を持ってご発言いただければと思います。 
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  次は 3 回目になるんですが、いろいろ課題とか目的を言っていただきましたが、どうや
ってそれを実現するのか。特に協働ですね。行政との、あるいは住民相互との協働という

ことでどうやって実現していくのかということ。できたら課題を 1 つぐらいに絞って、例
えば堀井さんだったら、都市計画道路をどうやって実現したらいいのかというあたりを 1
つに絞って、具体的な手法についてお話しいただければと思います。順番をまた 1 つずら
しまして、今度は鈴鹿さんからお願いいたします。 

鈴鹿： 非常に難しいんですけれど、望ましい城陽市はどうあるべきかということで、概括的な

ことだけちょっとお話ししようかなと思っております。 
  まず地域がどうあるべきかということなんですけれども、先ほどもちょっと話がありま

したように、向こう三軒両隣を大切にする地域づくりでありたいと思います。いまや自治

会不要論みたいなことを吐いている人がいるんですけれど、そういうことが横行しないよ

うな行政指導みたいなものができないものかと思っております。自治会は市と市民のパイ

プですので、この辺が一番大事ではないかと思っております。 
  次は、みんなが知恵を出し合って地域づくりに協力することであり、これをするかしな

いかでは、大きな差が出てくることを地域は認識しなければなりません。 
  更に、元気印の高齢者ですがこういう人の協力を得て、費用をかけずに地域社会に力が

出るように高齢者に対して、地域を挙げて要請していくことが肝要ではないかと思います。 
  望ましい行政組織のあり方でございますが、私は行政内部にあまり精通しておりません

ので、こういう発言をすると問題があるかと思いますけれども、第 1 は、組織はしょせん
人であり人が組織を創造するわけですから、男女両性の個性と能力が光るような組織であ

らねばならないと思っております。 
  第 2 は、情熱と知恵と行動力のある人を百年の計を立てて育成することです。人材育成
ということは非常に大事であり、やる気を持って、よく考えて、新しいことを創造する人、

そういう三拍子揃った行政マンがこれからは必要ではないかなと思っております。 
  余談でございますが、9月 21日の小泉メルマガを見ておりましたら、5年間の政権担当
についての謝辞を小泉さんが発信しておられました。その中に、“徳のある人は才がない、

才のある人は徳がない”、と言われていますが、自分は気の弱い普通の常識人であると自己

評価をされています。しかし、「いつも何かに守られていて、運がいいなあ」と思いながら

頑張ってきたとありました。したがって、三拍子揃った上に「運・鈍・根」の“気”を持

ち合わせることが必要なのかもしれませんが。 
  第 3 は、不毛の議論はこれを廃し、まとまる、まとめるという議論を真摯にしていく必
要がありますし、否定型を廃し提案型でいろいろやっていってほしいと思います。 

  第 4 は、効率一辺倒のベストを求めるのではなく、一歩引いたベターを追い続けてほし
いのです。ベターを追い続ければ必ずベストに到達します。行政は市民にとってはサービ

ス業的組織であることも考慮しておくことが必要です。 
  第 5 は、時代に追従しきれないような制度や規範は、勇気を持って改変・改善すること
が肝要であり、常に見直しに意を払ってほしいものです。 

  最後は、一番大切なことでございますが、縦割り行政から生ずる各種弊害の排除に、真
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剣に取り組んでいただきたいと思っております。ただ、行政は経営が苦しいからといって

も廃業ができないという苦しさがあります。それだけに市民を巻き込んで市民を感動させ、

市民と共感で結ばれた市政であり、確たるポリシーを持った行政でなければならないと考

えています。 
  あわせて、先ほど話題になりましたが世の中には、官と民の間にパブリックというもの

があり、これが重要な時代になってまいりました。ただ、個や私を大切にするあまりに、

この辺の勘違いにより自己中心となり、パブリックが忘れられたことでいろいろ弊害が出

ておりますので、パブリックを再構築したいものです。皆さんはどうお考えでしょうか。

私からはこのようなことを提案させていただきたいと思います。 
今里： ありがとうございました。それでは、堀井さん、お願いします。 
堀井： 残り時間が少ないとの事ですので短く話をさせていただきます。 
同じようなことなんですが、企業は人なりという事がよく言われます。まちづくりも人

づくりからということで、人材の育成が何よりも大事だというのはもちろんの事、特に助

役さんからも話がありましたように、財政が非常に逼迫していまして、お金がないんです

ね。そんな中で、やっぱりボランティアといいますか、学校教育、家庭教育も含めまして、

ボランティア心の大切さといいますか、ある意味強制的でも小さいときにそのような形を

身につけさせたほうがいいんじゃないかと思っております。 
  それと、コミセンというのは城陽に 6 館ありますが、これは新旧住民といいますか、新
しい人と古い人との接点にもなっていますし、ふれあいの場づくりという形で非常に意義

ある活動をしていると思います。その中で、せっかくたくさんの地域の人に来てもらって、

コミセン祭りとか、いろんな大きなイベントをしているわけです。このパワーをまちづく

りのほうに生かせないかと。ただ単にコミセン側が、運営委員、専門委員さんがサービス

を提供しているというだけにとどまらず、何かそれを利用してボランティア的なところに

生かせたら非常に有益だなと常々思っております。以上です。 
今里： ありがとうございました。では、栗栖さん、お願いいたします。 
栗栖： 端的に言えば、やはり城陽市を魅力あるまちづくりをしていくと。そのためのツールと

いいますか、市の活性化、そういうものは活力を生み出していくということが必要かなと

思っております。そのためには、先ほど来出ておりますけれども、いろんな条件をクリア

しながら、そして市民の皆さん方が行政を助けるといいますか、行政とともに一緒にまち

づくりをする、そういうことを目指していくことが、これからいろんな局面があろうかと

思いますけれども、打開するための方策かなと考えております。 
今里： ありがとうございました。プレッシャーがきいたのか、えらいスピードが上がっており

ますが、大本さん、お願いします。 
大本： 1 点ということなので、地域を支える若者をどう育成していくかということで、現在ご
活躍いただいている世代が、今度は団塊の世代へのバトンタッチ、地域の担い手としてバ

トンタッチされるであろうというお話がありました。またその次の世代がきっちりと地域

が支えられるような地域活動の担い手を育成するということを現在活躍いただいている世

代にご指導いただきたいと思っております。 
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  そして、仕事と家庭が両立できるような仕組みづくり、地域づくり、それから、ささや

かでも価値のある、ほんとうの豊かさというものが感じられるまちづくり、そして地域を

開くということは自分自身を開く生き方、閉じていては地域を支えられないということで、

自分自身も開き、そして家族、家庭生活も開く、そして緩やかにつながるコミュニティを

作っていく、できないことはすみませんと手助けをお願いできる力、そういうものを若い

世代に育成していきたいなと。温かい心に触れると、またしていただいた分、次にお返し

をしようと思える、そういうことが心の通い合うまちということにつながっていくのかな

という気がしていますので、地域づくりは心づくり、心の育て合いということで、こうい

ったことを重視していきたいなと。 
  物が溢れて、豊かな生活環境で育った若者というのは、感性も豊かですし、非常にやさ

しくて穏やかです。そういった子どもたち、若者のよいところを伸ばせるようなまちづく

りが求められているのかなということで、今小さい子どもたちが 3 つの「間」が不足して
いる。つまり、人間、空間、時間という間が不足しているというふうに言われていますが、

大人も豊かな人間らしい生活環境として生活空間、地域があるというような、そしてそこ

に生活している人の生活をより人間らしくするということで、生活者の視点に軸足を置い

た地域づくり、施設づくり、そういうことを期待したいと思っております。 
今里： ありがとうございました。最後になりましたが、久保さん、お願いいたします。 
久保： プレッシャーがかかりますが、2 つ言わせてください。先に子どもの教育ということで
すが、私立の中学、高校へ進学している方々は十分城陽エリアにもいらっしゃるのではな

いか。子どもたちは電車に乗って通学する。その方々が比較的頭とか体力とか、優秀な子

どもたちが外へ出て行ってしまう。その子たちは根無し草なんですね。小学校は一緒だっ

たけれども、中学、高校は全く違う。そうすると、帰ってきたって友達がいない。高校の

友達といってもエリアがばらばらですから、なかなか友達づきあいができない。根無し草

の子どもたちが育ってきている。これは非常に危険なことだと思います。それは子どもの

問題です。 
  親もそうですよね。ＰＴＡの活動にしたって、小学校のときはあったけれども、中学、

高校になるともう関係なくなってしまって、会合に参加しない。遠いし、しんどいし、行

けへんと。全くコミュニティが崩壊してしまう。子どもたちだけが受験戦争に狩り出され

るという非常に危険な状態。 
  これを解決するには、城陽として魅力ある中学、高校をどう作っていくか。子どもたち

を地元の中学、高校にどう来させるかということが非常に大切だと思います。未来の城陽

を背負っていく子どもたちを僕らの責任で作っていかなければいけないと思うんですね。

これが 1つです。非常に大切だと思います。 
  それから、もう 1 つ、さっき 2 階建て、3 階建ての話をしましたけれども、3 世代がゆ
っくりと生活できるようなパイロットエリアみたいなものを作って、これは自分の体験な

んですけれども、140 軒ぐらいあった家だったんですけれども、同世代ですよね。そうす
ると、15年ぐらいすると子どもたちがみんな大きくなって、小さい子どもたちの声が聞こ
えない。それが社会人になってしまうと、ほんとうに老人だけのまちになってしまうとい
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うところだったんですけれども、幸い、準工業地帯なものですから、建蔽率の問題とか、3
階建てもＯＫとか、分割もＯＫとかいうので、調子の悪い人、倒産した家の人は、空き地

になるのではなくて、そこへ 2軒建ったり 3軒建ったりして、当然若い人たちが住んでく
れている。赤ちゃんの泣き声がする。子どもたちの走り声が聞こえる。そうすると、僕の

娘たちも、その子どもたちの様子を見ながら育っていくわけですよね。小さい子どもたち

も、娘は 30ですけれども、その子どもたちの様子を見ながら育っていく。私も母親になり
たいなとかね。新しい世代の人たちは、地域のおじいちゃん、おばあちゃんに何でも相談

できるということが今まであったんですね。これからは、それを自分の中で三世代が住め

るような、僕がいて、娘がいて、孫がいると。そのためには 3 階建ても必要でしょう、建
蔽率も何とかしてほしいし。それから、三世代住むようなところには行政としても何か援

助していくとか、そういうパイロットエリアみたいなものを城陽のどこかに作ってみては

いかがかなという気がいたします。まとまりませんでしたが、以上です。 
今里： ありがとうございました。大変協力していただいて、協働によるパネルディスカッショ

ンづくりができましたですね。ここで会場からご意見を求めるということですが、時間が

ございませんので、お 1 人、ご発言、ご質問をいただきたいと思うんですが、いかがでし
よぅか。 

参加者： 城陽に住んで昭和 38年からで四十何年になります。その間に自治会長とか、あるいは
体振とか、社会教育委員とか、公民館運営審議員とかいろいろさせてもらいましたが、皆

さんのお話の中で、まちづくりは人づくりなんだと、これは非常に心強いなと思うんです

が、城陽のまちでは、人づくりに対してははっきり言って捨て育ちなんですね。だけど、

集めて教育したろとか、そういうのはけしからん話なので、ごく自然に情報交換、それか

ら何か役をしようとしたら研修はいるぞと、こういう自覚がいりますね。これは的確な情

報を集めないといけません。 
  そういう中で、先ほど、最後に、京都市の春日地域の社会福祉協議会ですか、あそこの

活動を紹介していただけなかったんですけれども、あそこの活動を知ることによって、城

陽のまちの久世という地域には青少年健全育成久世会議、いろんな団体が集まっているの

があるんですけれども、そこで何をしようかというときに、ここは、ちょっと舌を噛むよ

うな言葉ですが、コミュニティ・オーガニゼーションですか、いろんな団体が 1 年を通し
て何をやっているということを交換しておられるんですね。それを見て、これは私らもや

ろうかなというふうなことで元気が出てきまして、青少健で毎月、新聞を出しているとい

うのはこの久世地域だけだと思うんですけれども、これがほかにもあってほしいなと。あ

なたのところはどうや、うちはこうやという情報交換がありますと元気づくんではないか

なと、そんなふうな気がします。 
  もう 1 つ、東のほうに深谷という学区がありますが、ここの福祉協議会は、構成率は一
番少なくて 68％かそこらなんですけれども、活動は一番目を引く、こういうのがあるんで
すけれど、それぞれ青少健、老祉、城陽市内全部で、あるいは社協はやっていると思いま

すけれども、交流の場というのはぜひ大事にしてほしいなと。 
  もう 1 つ、自治会長をやりますと、5 月ごろですか、ここへ集まって研修というか、市
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政のご理解をいただくというパターンでお昼ご飯を出してもらってやるんですけれども、

あの機会を、各自治会が今どういう課題でどう取り組んでいて、どんな問題を持っている

かなど 2 つぐらい紹介する、こういう機会にすると、結果的には自治会長さんの研修にな
るし、情報の交換になるし、そんなことを指をくわえて見ておりました。言いたいことは

まだあるんですけれども、失礼します。 
今里： ありがとうございました。今のお話を広げてやりたいんですが、大学のゼミみたいにワ

アワアやりたいんですが、ほんとうに残念でございました。 
  私も少し言わせていただきたいとは思うんです。これまで 2 年ぐらいですか、行政改革
委員会、まちづくりワークショップ等にかかわってきた立場から、3 つぐらい提案をして
みたいと思います。 

  1 つは、城陽市というのは、もともと田園地帯にできたところですね。田畑の上に自然
と町ができていった。だから道路計画ができないままに住宅が広がっていったという、い

わゆるスプロール化していった地域です。逆に言うと、道路はまっすぐでない、まだ田ん

ぼや畑はこの文パルの周りにもたくさん残っているわけですが、そういう自然環境、かつ

田畑が残っているというところが強みだと思います。 
  この田畑を利用して、後継者の方がいなくなった畑とか田んぼを、これまで農業経験の

ない方が使って、いわゆる自給自足をやっていけるところです。これから食というのは非

常に大事でございます。なぜとなれば、日本人の死因の 60％以上は食べ物に原因がある病
気です。いい食べ物、健康な食べ物を食べないと病気になってしまう、こういう時代にな

っておりますから、まず命を考えるには食を考えなければいけない。食を考えるには農を

考えなければいけない。命と食と農のつながりというのは非常に大事にしていかなければ

いけないんですが、それを、ここは自分たちの力で解決できる可能性を非常に秘めた地域

だと。マイナスであるがゆえに、それをプラスに転換できるのではないか。これが 1 点で
す。 

  2 番目は、皆さんのご発言の中にもありましたけれども、居場所づくりです。みんなが
集まってわいわいがやがやと、緩やかな、しなやかなつながりを作っていけるような、大

人の、子どもの、高齢者の、あるいは障害を持った方々の居場所づくりというのが必要だ

と思います。一言で言うと公共空間といいますか、そういう居場所をいかに使うか。いわ

ゆる公共施設、こういうところでは、ここでわいわいと一升瓶、焼酎を持ち込んで朝まで

飲もう、これはなかなかできませんよね。だから、一升瓶持ち込んで朝までわいわいやれ

るというような場所を城陽のあちこちに作っていくというのがいいんじゃないかなと思っ

ています。しかも畑でとれた枝豆とかキュウリとかをそのまま持ち込んで飲んだら最高で

すね。そういう居場所づくりが 2番目の提言でございます。 
  3 番目ですけれども、古い新興住宅がたくさんあります。ここで昔の若い夫婦が高齢化
して、介護保険のお世話になるということが、これは城陽だけではなく、全国的に増えて

います。じゃあどうしたらいいかということですが、私の提案は、不便なところで介護を

受けるよりも、むしろ要介護状態になる前に都会の京都市内とか、交通が便利な、歩いて

買い物ができる、そういう都心に要介護直前に移っていただいて、広い住宅が必要な若い
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世代にこちら側に来ていただく、そういう居住の交換、居住の循環という仕組みを、城陽

だけではなくて、京都市とか広域でそういう仕組みを作っていくということが大事じゃな

いかな。これは広域でやらないと解決しない問題です。むしろ都心こそ高齢時代を過ごす

のにふさわしいのではないかなというのが私の最近考えているところです。この辺、広域

で考えていただければと思います。 
  ちょうど 4時を 2分回りました。これは予定より 7分遅れたわけでございますが、タイ
ムキーパーとしての司会の役目を完了できたのではないかと思っております。 

  パネリストの皆様、本当にありがとうございました。またご協力どうもありがとうござ

いました。 
司会： どうもありがとうございました。まだまだコーディネーターの今里先生、そしてパネリ

ストの皆さんのご意見をたくさんお聞きしたいんですが、そして会場の方にもご意見をい

ただきたいところではございますが、残念ながらお時間が来てまいりましたので、またこ

ういう機会を持たせていただくように城陽市に要望しておきますので、ご参加いただきた

いと思います。 
  いま一度、コーディネーターの今里先生、パネリストの皆さんに大きな拍手をお願いい

たします。本日はまことにありがとうございました。これからも城陽市のまちづくりのた

めにいろいろとご意見をいただきたいと思います。 
  そして、会場の皆様、長時間にわたりましてこうしておつき合いいただきましてまこと

にありがとうございました。城陽市では、これからも市民と進めるまちづくりを基本姿勢

として、よりよいまちづくりを進めてまいりますので、皆様のご参画をよろしくお願いい

たします。また、何かご意見がございましたら、行政改革推進課までご連絡くださいます

ようお願い申し上げます。 
  本日は長時間にわたりましてまちづくりフォーラムにご参加、まことにありがとうござ

いました。これをもちまして終了させていただきます。ありがとうございました。 
以上 


